
野
間
宏
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
と
︽
近
代
主
義
批
判
︾

︱
日
本
と
ド
イ
ツ
の
戦
後
文
学
者
の
視
点
か
ら
︱

尾

西

康

充

１

反
フ
ァ
ッ
シ
ョ

人
民
戦
線
運
動

京
都
帝
大
文
学
部
仏
文
学
科
に
在
学
し
て
い
た
野
間
宏
は
、
今
津
尋
常

小
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
西
宮
の
旋
盤
工
・
羽
山
善
治
や
神
戸

川
崎
造
船
所
の
切
削

ミ
ー
リ
ン
グ

工
・
矢
野
笹
雄
た
ち
を
、
京
都
帝
大
の
学
生
活
動

家
に
結
び
つ
け
た
。
当
時
、
羽
山
や
矢
野
を
含
む
奥
田
宗
太
郎
、
堀
川
一

知
な
ど
阪
神
間
の
労
働
者
グ
ル
ー
プ
は
、
党
派
を
こ
え
て
広
範
な
民
主
勢

力
を
結
集
す
る
反
戦
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
戦
線
運
動
の
方
針
下
、
労
働
戦

線
の
統
一
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。

反
戦
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
戦
線
運
動
と
は
、
一
九
三
五
年
七
～
八
月
の

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
︵
共
産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
︶
第
七
回
世
界
大
会
で
、

ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
﹁
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
攻
勢
と
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
反
対
し
労
働
者
階
級
の
統
一
を
め
ざ
す
闘
争
に
お
け
る
共
産
主
義
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
任
務
﹂
に
関
す
る
報
告
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
は
同
年
一
〇
月
、
神
戸
の
海
員
組
合
の
活
動

家
に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、
日
本
共
産
党
お
よ
び
そ
の
影
響
下
に

あ
っ
た
日
本
全
国
労
働
組
合
全
国
協
議
会
︵
全
協
︶
や
、
日
本
農
民
組
合

全
国
会
議
派
︵
全
農
全
会
派
︶
に
根
強
く
存
在
し
て
い
た
非
合
法
主
義
的
偏

向
に
対
し
て
是
正
を
迫
っ
た
。
阪
神
地
方
で
は
、
全
協
再
建
の
迂
回
戦
術

と
し
て
全
評
阪
神
地
方
協
議
会
の
結
成
、
全
農
全
会
兵
庫
県
連
合
会
の
全

農
総
本
部
派
へ
の
復
帰
、
社
会
大
衆
党
神
戸
支
部
へ
の
接
近
な
ど
が
進
め

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
三
・
一
五
事
件
の
被
告
春
日
庄
次
郎
が
一
九
三
七
年

一
月
、
非
転
向
の
ま
ま
刑
期
一
〇
年
を
終
え
て
大
阪
刑
務
所
か
ら
出
獄
し
、

尼
崎
を
拠
点
に
活
動
を
再
開
し
て
い
た
。
日
本
共
産
党
の
再
建
を
主
張
す

る
春
日
は
、
同
年
一
二
月
に
日
本
共
産
主
義
団
を
結
成
し
、
機
関
紙
﹁
嵐

を
つ
い
て
﹂
﹁
民
衆
の
声
﹂
﹁
党
生
活
者
﹂
他
を
発
刊
し
て
、
各
地
の
活
動

家
に
配
布
し
た
。
団
の
メ
ン
バ
ー
竹
中
恒
三
郎
は
、
京
大
ケ
ル
ン
と
呼
ば

れ
て
い
た
京
都
帝
大
の
学
生
グ
ル
ー
プ
に
連
絡
を
つ
け
る
こ
と
に
成
功

し
、
小
野
義
彦
や
永
島
孝
雄
、
布
施
杜
生
た
ち
が
非
合
法
活
動
に
加
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

三
七



党
再
建
こ
そ
が
正
し
い
共
産
主
義
活
動
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
学
生
た

ち
の
姿
は
、
﹁
暗
い
絵
﹂
︵
﹁
黄
蜂
﹂
第
一
～
三
号
、
一
九
四
六
年
四
、
八
、
一
〇
月
︶

の
な
か
で
、
木
山
省
吾
、
永
杉
英
作
、
羽
山
純
一
の
三
名
に
描
き
出
さ
れ

て
い
る
が
、
非
合
法
の
活
動
に
身
を
投
じ
た
彼
ら
は
全
員
が
獄
死
す
る
運

命
に
あ
っ
た
。
﹁
暗
い
絵
﹂
の
舞
台
は
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
直
前
の
京

都
の
町
で
、
木
山
、
永
杉
、
羽
山
た
ち
は
日
中
の
衝
突
を
日
本
の
支
配
階

級
の
﹁
最
後
的
危
機
﹂
と
と
ら
え
、
﹁
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
転
化
の

傾
向
を
持
つ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
﹂
が
二
年
以
内
に
到
来
す
る
も

の
と
確
信
し
て
い
た
。
こ
の
判
断
に
拠
る
限
り
、
合
法
舞
台
に
立
つ
人
民

戦
線
運
動
は
日
和
見
主
義
と
し
て
映
じ
た
の
で
あ
る
。
永
杉
の
ア
パ
ー
ト

の
六
畳
の
部
屋
で
、
﹁
俺
は
ゆ
う
べ
、
イ
リ
イ
ッ
チ
の
レ
ネ
ガ
ァ
、
カ
ウ

ツ
キ
イ
を
読
ん
だ
よ
﹂
︵
イ
リ
イ
ッ
チ
と
は
レ
ー
ニ
ン
を
指
す
︶
と
羽
山
が
い
う

と
、
永
作
が
﹁
ふ
ん
、
裏
切
者
カ
ウ
ツ
キ
イ
か
？

人
民
戦
線
は
破
れ
る

よ
﹂
と
厳
し
い
言
葉
で
返
し
、
木
山
は
﹁
俺
は
人
民
戦
線
は
好
か
ん
よ
﹂

と
切
っ
て
捨
て
る
。
彼
ら
は
学
内
の
運
動
で
も
合
法
主
義
の
学
生
共
済
会

委
員
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
と
は
分
裂
状
態
に
あ
っ
た
と
描
か
れ
て
い
る
。

党
再
建
派
の
活
動
家
た
ち
に
対
し
て
、
人
民
戦
線
運
動
の
側
に
立
っ
て

い
た
西
宮
の
施
盤
工
・
羽
山
善
治
の
胸
中
を
、
戦
後
に
な
っ
て
野
間
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

﹁
日
本
の
左
翼
運
動
に
は
日
和
見
主
義
と
い
う
言
葉
を
ほ
ん
と
う

に
正
し
く
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま

る
で
呪
文
か
何
か
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
、
そ
の
た
め
に
ま
た
そ
の
言

葉
の
前
で
多
く
の
ひ
と
が
た
じ
ろ
い
だ
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
ほ

ん
と
う
の
前
進
に
必
要
な
条
件
を
具
体
的
に
さ
ぐ
り
あ
て
る
こ
と
さ

え
不
可
能
に
な
っ
た

︵
1
︶

。
﹂

羽
山
や
矢
野
た
ち
が
党
再
建
派
か
ら
﹁
日
和
見
主
義
﹂
と
い
う
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
動
の
正﹅

系﹅

か
ら
外
れ
、
活
動
家
を
結
集

さ
せ
る
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
果
た
し
て
そ
れ
は
﹁
日
和
見
主
義
﹂
で

あ
っ
た
の
か

︱
。

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
は
さ
き
の
報
告
の
な
か
で
、
﹁
フ
ァ
シ
ス
ト
諸
国
の
共

産
主
義
者
﹂
は
﹁
大
衆
と
の
結
び
つ
き
を
目
的
と
し
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
大

衆
組
織
内
の
選
挙
制
の
ポ
ス
ト
を
手
に
入
れ
る
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
、
そ
う
し
た
た
ぐ
い
の
活
動
は
革
命
的
労
働
者
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
沽
券
に
か
か
わ
る
な
ど
と
い
う
偏
見
は
、
さ
ら
り
と

す
て
さ
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る

︵
2
︶

。
そ
し
て
﹁
新
し
い
酒
を
入
れ

る
た
め
に
古
い
皮
袋
を
打
ち
捨
て
る
﹂
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
シ
ス
ト
組
織
の
な
か
に
潜
入
す
る
こ
と
を
是
と
す
る
と
い
う
新
た

な
活
動
方
針
は
、
阪
神
間
の
労
働
者
グ
ル
ー
プ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

社
会
大
衆
党
︵
社
大
党
︶
お
よ
び
全
農
の
日
中
戦
争
勃
発
後
に
お
け
る
右

施
回
に
直
面
し
、
一
九
三
八
年
二
月
、
彼
ら
は
全
農
兵
庫
県
連
を
、
国
家

主
義
的
傾
向
を
持
つ
日
本
農
民
連
盟
の
系
統
下
の
兵
庫
県
農
民
連
盟
へ
と

改
組
し
た
。
さ
ら
に
三
九
年
七
月
、
国
家
主
義
政
党
で
あ
る
東
方
会
の
摂

陽
支
部
を
結
成
し
、
四
三
年
一
〇
月
の
東
方
同
志
会
関
係
者
一
斉
検
挙
︵
い

わ
ゆ
る
中
野
正
剛
事
件
︶
に
至
る
ま
で
右
翼
団
体
を
装
っ
て
活
動
を
継
続
し

三
八
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て
い
た
の
で
あ
る
。

野
間
自
身
も
一
九
四
〇
年
夏
か
ら
四
一
年
春
ま
で
の
間
、
右
翼
団
体
の

一
つ
で
あ
る
日
本
建
設
協
会
大
阪
支
部
に
所
属
し
て
い
た
。
こ
れ
が
真
の

転
向
で
あ
っ
た
の
か
偽
装
転
向
で
あ
っ
た
の
か
は
、
こ
れ
ま
で
議
論
の
分

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
野
間
に
よ
れ
ば
個
人
の
誤
り
で
は
な
く
組
織

の
誤
り
で
あ
っ
た
と
す
る
の
だ
が

︵
3
︶

、
今
日
か
ら
振
り
返
っ
て
考
え
て
も
野
間

の
説
明
通
り
、
そ
れ
は
当
時
の
活
動
方
針
に
影
響
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

日
本
の
人
民
戦
線
運
動
と
関
わ
っ
た
野
間
の
文
学
を
検
証
す
る
た
め
の

手
が
か
り
と
し
て
、
つ
ぎ
に
ド
イ
ツ
の
戦
後
文
学
者
と
人
民
戦
線
運
動
の

歴
史
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

２

﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂

ド
イ
ツ
の
戦
後
文
学
を
牽
引
し
た
文
学
者
集
団
﹁
グ
ル
ッ
ペ
四
七

︵
G
r
u
p
p
e47

︶
﹂
は
、
一
九
四
五
年
三
月
に
米
国
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
フ
ォ
ー
ト
・

カ
ー
ニ
ー
収
容
所
で
創
刊
さ
れ
た
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
︵
D
e
r
R
u
f︶
﹂
に
端

を
発
し
て
い
る
。
非
ナ
チ
に
向
け
た
強
制
的
な
再
教
育
が
目
的
な
の
で
は

な
く
、
捕
虜
た
ち
が
祖
国
ド
イ
ツ
に
戻
っ
た
後
に
民
主
主
義
国
家
を
自
発

的
に
建
設
す
る
た
め
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
の
が
米
軍
当
局
の
狙
い
で

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
各
地
の
捕
虜
収
容
所
に
は
、
約
三
七
万
人
の
元
ド
イ

ツ
軍
将
兵
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
収
容
所
で
は
当
時
、

将
来
復
活
す
る
で
あ
ろ
う
は
ず
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
よ
っ
て
処
刑
で
き
る
よ

う
に
、
反
ナ
チ
ス
的
信
条
を
持
つ
に
至
っ
た
裏﹅

切﹅

り﹅

者﹅

が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
四
四
年
一
二
月
ま
で
に
収
容
所
内
の
ナ
チ
ス
支
持

者
に
よ
っ
て
私
刑
に
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
捕
虜
の
数
は
一
六
七
名
に
上
っ
て

い
た
と
い
う

︵
4
︶

。

﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
創
刊
号
と
第
二
号
に
は
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ド

イ
ツ
人
捕
虜
の
新
聞
﹂
、
第
三
号
か
ら
は
﹁
ド
イ
ツ
人
捕
虜
の
た
め
に
ド

イ
ツ
人
捕
虜
に
よ
る
編
集
﹂
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
付
せ
ら
れ
た
﹁
デ

ア
・
ル
ー
フ
﹂
は
、
捕
虜
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
っ
て
紙
面
が
編
集
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
が
帰
国
し
終

え
た
四
六
年
四
月
に
終
刊
と
な
る
。

同
紙
の
編
集
に
携
わ
っ
た
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
ン
デ
ル
シ
ュ
は
四
五
年

一
二
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
復
員
し
た
後
、
米
軍
情
報
局
の
新
聞
の
編
集
を

す
る
か
た
わ
ら
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
の
復
刊
を
企
図
し
た
。
か
つ
て
の
同

紙
執
筆
者
に
連
絡
を
と
っ
て
、
四
六
年
八
月
一
五
日
に
復
刊
第
一
号
を
発

行
す
る
に
至
っ
た
。
﹁
若
い
世
代
の
自
由
紙
﹂
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

付
せ
ら
れ
、
第
一
面
に
は
、
両
手
を
挙
げ
て
降
伏
す
る
若
い
ド
イ
ツ
兵
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
巻
頭
論
文
﹁
若
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

顔
を
つ
く
る
︵
D
a
s
ju
n
g
e
E
u
r
o
p
a
fo
r
m
t
s
e
in
G
e
s
ic
h
t︶
﹂
の
な
か
で
、
ア
ン

デ
ル
シ
ュ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。

こ
ん
に
ち
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
建
の
担
い
手
は
主
と
し
て
若
い
名
も

な
き
人
た
ち
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
象
牙
の
塔
の
静
寂
沈
思
の
な
か
か

ら
出
て
き
た
の
で
は
な
い
…
…
そ
も
そ
も
か
れ
ら
に
は
学
問
を
す
る

と
い
う
ひ
ま
な
ど
は
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ぐ
る

三
九

野
間
宏
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
と
︽
近
代
主
義
批
判
︾



武
力
戦
争
の
ま
っ
た
だ
な
か
か
ら
、
行
動
の
な
か
か
ら
や
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
か
れ
ら
の
精
神
は
行
動
の
精
神
で
あ
る

︵
5
︶

。

こ
の
一
文
に
は
、
ア
ン
デ
ル
シ
ュ
の
世
代
論

︱
一
八
歳
か
ら
三
五
歳

ま
で
の
ド
イ
ツ
人
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
台
頭
に
責
任
が
な
い
点
に
お
い
て
年
上

の
世
代
と
異
な
り
、
戦
闘
の
前
線
や
捕
虜
生
活
の
体
験
を
持
っ
た
点
に
お

い
て
年
下
の
世
代
と
区
別
さ
れ
る

︱
と
い
う
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。
事
実
、
ア
ン
デ
ル
シ
ュ
が
三
一
歳
、
ハ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
リ
ヒ

タ
ー
が
三
七
歳
、
グ
ス
タ
フ
・
ル
ネ
・
ホ
ッ
ケ
が
三
七
歳
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

コ
ル
ベ
ン
ホ
ー
フ
が
三
七
歳
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
マ
ン
ツ
ェ
ン
が
三
七
歳
、

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
が
二
二
歳
で
あ
っ
た
よ
う
に
、﹁
デ
ア
・
ル
ー

フ
﹂
の
執
筆
者
は
三
十
代
と
二
十
代
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
一
九
一
〇
年

か
ら
二
七
年
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
び
と
は
、
古
い
世
代
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
敗
戦
に
よ
る
罪
悪
感
や
共
同
責
任
の
意
識
に
は
乏
し
く
、
む
し
ろ

強
制
的
に
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
、
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
ナ
チ
ズ
ム

の
犠
牲
者
で
あ
る
と
い
う
世
代
意
識
を
共
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
姿

勢
は
、
暗
い
谷
間
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
〝
三
〇
代
の
知
識
人
〟
と
し
て
、

自
己
の
エ
ゴ
に
忠
実
な
個
人
主
義
文
学
の
確
立
を
求
め
た
﹁
近
代
文
学
﹂

同
人
の
態
度
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
彼
ら
七
人
は
敗
戦
時
ほ
と
ん
ど

が
三
十
代

︱
山
室
静
の
三
九
歳
か
ら
小
田
切
秀
雄
の
二
九
歳
ま
で
の
年

齢
幅
に
収
ま
っ
て
、
本
多
秋
五
三
七
歳
、
平
野
謙
三
七
歳
、
埴
谷
雄
高
三

五
歳
、
荒
正
人
三
二
歳
、
佐
々
木
基
一
三
一
歳

︱
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
文
学
者
の
早
崎
守
俊
氏
に
よ
れ
ば
、
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
執
筆

者
と
﹁
近
代
文
学
﹂
同
人
の
間
に
は
、
興
味
深
い
共
通
点
と
相
違
点
が
み

ら
れ
る
と
い
う

︵
6
︶

。
ア
ン
デ
ル
シ
ュ
は
一
七
歳
で
ド
イ
ツ
共
産
党
に
入
党
、

ナ
チ
ス
制
覇
の
直
前
ま
で
バ
イ
エ
ル
ン
共
産
主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
の
組
織

委
員
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
度
逮
捕
さ
れ
て
政
治
犯
と
し
て
ダ
ッ
ハ

ウ
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
て
い
る
。
釈
放
後
、
ワ
イ
マ
ー
ル
末
期
の
党
の

政
治
姿
勢

︱
社
会
民
主
主
義
者
を
排
撃
す
る
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

︱

に
絶
望
し
て
脱
党
す
る
。
一
九
四
〇
年
に
召
集
さ
れ
、
四
四
年
六
月
に
イ

タ
リ
ア
戦
線
で
脱
走
を
図
っ
て
米
軍
捕
虜
と
な
っ
た
。
他
方
、
リ
ヒ
タ
ー

も
貧
し
い
青
年
時
代
を
送
っ
た
後
、
一
九
三
〇
年
に
ド
イ
ツ
共
産
党
に
入

党
す
る
が
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
の
た
め
追
放
さ
れ
た
。
三
三
年
に
ナ
チ
ス
が
政

権
を
獲
る
と
す
ぐ
に
パ
リ
に
亡
命
し
た
も
の
の
生
活
に
ゆ
き
づ
ま
り
、
翌

三
四
年
に
ド
イ
ツ
に
帰
国
し
て
書
店
を
営
む
よ
う
に
な
っ
て
、
四
〇
年
に

ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
逮
捕
さ
れ
る
。
同
年
に
釈
放
さ
れ
て
兵
役
に
就
き
、
フ
ラ

ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
戦
線
を
転
戦
す
る
。
四
三
年
に
米
軍
捕
虜
と
な
っ
た
後
、

両
者
は
米
国
に
あ
る
ド
イ
ツ
人
捕
虜
収
容
所
で
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

自
分
た
ち
は
三
十
代
で
あ
る
と
い
う
世
代
論
が
共
通
し
て
い
た
う
え

に
、
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
執
筆
者
に
は
絶
望
的
な
戦
場
体
験
が
あ
っ
た
。

早
坂
氏
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
こ
の
体
験
が
強
い
紐
帯
と
な
っ
て
一
つ
の
世

代
意
識
を
形
成
し
、
﹁
敗
戦
と
と
も
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
仮
面
を
か
ぶ
っ

て
動
き
だ
し
た
古
い
世
代
に
あ
か
ら
さ
ま
に
反
撥
し
、
ま
た
、
占
領
軍
の

再
教
育
政
策
に
決
然
と
抗
議
し
て
、
か
れ
ら
の
若
い
な
ま
の
声
を
、
沈
黙

に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
祖
国
の
人
び
と
に
訴
え
よ
う
と
し
た
﹂
と
す
る

︵
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︶

。

そ
れ
に
対
し
て
、﹁
近
代
文
学
﹂
同
人
に
は
兵
役
の
体
験
が
な
か
っ
た
が
、

四
〇
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社
会
主
義
陣
営
の
出
身
者
で
あ
っ
た
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
執
筆
者
と
同
じ

よ
う
に
、
﹁
近
代
文
学
﹂
同
人
た
ち
も
、
戦
前
の
退
潮
期
の
マ
ル
ク
ス
主

義
運
動
に
参
加
し
、
戦
後
も
社
会
主
義
的
な
立
場
か
ら
積
極
的
に
発
言
を

お
こ
な
っ
た
。
早
崎
氏
に
よ
れ
ば
、﹁
近
代
文
学
﹂
同
人
は
﹁
敗
戦
後
す
ぐ
、

す
で
に
と
と
の
え
ら
れ
た
足
場
の
上
で
、
は
じ
め
か
ら
文
学
の
場
で
仕
事

を
開
始
で
き
た
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
﹁
閉
ざ
さ
れ
た
日

本
﹂
と
い
う
、
世
界
の
片
隅
で
の
戦
後
社
会
内
で
あ
っ
た
た
め
に
、
か
れ

ら
は
、
戦
後
文
学
を
早
々
に
転
向
文
学
の
延
長
上
に
お
き
、
政
治
と
文
学

論
、
文
学
の
上
部
構
造
論
、
知
識
人
論
、
組
織
と
個
人
論
な
ど
、
近
代
精

神
の
理
解
に
役
立
つ
テ
ー
マ
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
設
定
し
て
、
戦
後
社
会
の

テ
ー
マ
・
セ
ッ
タ
ー
と
な
っ
た
﹂
と
い
う

︵
8
︶

。
ド
イ
ツ
が
ソ
連
を
含
む
四
カ

国
軍
に
よ
っ
て
分
割
占
領
さ
れ
、
直
接
統
治
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
日
本

は
政
府
が
残
さ
れ
て
間
接
統
治
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
、
両
国
の
戦
後
復
興

に
お
い
て
大
き
な
差
と
な
っ
て
い
た
。

﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
を
語
る
際
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
リ
ヒ
タ
ー

の
﹁
マ
ル
セ
ル
・
カ
シ
ャ
ン
氏
へ
の
手
紙
﹂
︵
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
第
一
三
号
、

一
九
四
七
年
二
月
︶
で
あ
る
。
マ
ル
セ
ル
・
カ
シ
ャ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
国
会
最

年
長
の
共
産
党
議
員
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
に
際
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
に
対
し
て
産
業
の
解
体
、
ル
ー
ル
地
方
の
分
割
、

と
ザ
ー
ル
地
方
の
割
譲
を
求
め
る
方
針
に
カ
シ
ャ
ン
が
賛
成
し
た
。
リ
ヒ

タ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
カ
シ
ャ
ン
の
態
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
、
も
し
そ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
れ
ば
ド
イ

ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
貧
困
化
、
ひ
い
て
は
世
界
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
貧

困
化
を
も
た
ら
す
危
険
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
。

か
つ
て
カ
シ
ャ
ン
は
、
ナ
チ
ス
が
政
権
の
座
に
就
い
た
と
き
、
ゲ
シ
ュ

タ
ポ
に
よ
る
捜
査
を
逃
れ
て
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
若
い

社
会
主
義
者
た
ち
に
、
ド
イ
ツ
に
帰
っ
て
地
下
闘
争
を
お
こ
な
う
よ
う
に

命
令
し
た
。
そ
し
て
人
民
戦
線
運
動
の
方
針
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
示
さ

れ
る
と
ナ
チ
ス
突
撃
隊
に
加
わ
っ
て
革
命
の
た
め
の
破
壊
工
作
を
内
部
か

ら
進
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

わ
た
し
た
ち
の
多
く
は
、
あ
な
た
の
言
葉
を
信
じ
て
ド
イ
ツ
に
帰

り
ま
し
た
。
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
が
待
っ
て
い
た
国
に
帰
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
た
い
て
い
の
ひ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
残
っ
て

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
抗
し
て
死
ん
だ
数
十
万
に
も
の
ぼ
る
人
び
と
と
お

な
じ
く
、
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
も
そ
の

一
員
で
あ
る
共
産
党
の
革
命
的
な
戦
術
は
変
わ
り
ま
し
た
。
若
い
共

産
主
義
者
が
ナ
チ
ス
突
撃
隊
に
加
わ
り
、
ナ
チ
ス
突
撃
隊
と
ナ
チ
ス

の
党
と
を
下
部
か
ら
ひ
き
さ
き
、
穴
を
う
が
ち
、
そ
し
て
革
命
の
た

め
の
蜂
起
の
機
の
熟
す
る
と
き
を
つ
く
れ
と
い
う
の
で
す
。
若
い
社

会
主
義
者
た
ち
の
多
く
が
、
は
か
り
知
れ
ぬ
理
想
主
義
の
も
と
、
こ

の
命
令
に
服
し
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
、
こ
ん
に
ち
、
フ
ァ
シ
ス
ト
で

あ
っ
た
と
い
う
汚
名
を
お
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ど
の
党
も

彼
ら
を
弁
護
す
る
労
を
と
っ
て
く
れ
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

︵
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︶
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カ
シ
ャ
ン
は
、
一
九
三
九
年
八
月
に
独
ソ
不
可
侵
条
約
が
結
ば
れ
る
と
、

四
一

野
間
宏
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
と
︽
近
代
主
義
批
判
︾



ド
イ
ツ
の
労
働
者
に
向
か
っ
て
、
﹁
わ
れ
わ
れ
の
敵
﹂
で
あ
る
は
ず
の
ナ

チ
・
フ
ァ
シ
ス
ト
た
ち
と
手
を
組
ん
で
西
側
の
資
本
主
義
国
家
の
優
位
を

打
ち
砕
く
こ
と
が
急
務
だ
と
告
げ
、
四
〇
年
六
月
に
パ
リ
が
ナ
チ
ス
に

よ
っ
て
占
領
さ
れ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
に
向
か
っ
て
、
武
器
を
捨

て
て
降
伏
せ
よ
と
命
じ
た
。
リ
ヒ
タ
ー
は
、
戦
後
に
な
っ
て
ド
イ
ツ
の
戦

争
責
任
を
追
及
し
は
じ
め
た
カ
シ
ャ
ン
に
は
、
国
家
社
会
主
義
と
手
を
組

ん
だ
過
去
が
あ
る
以
上
、
他
の
人
間
に
向
か
っ
て
戦
争
責
任
を
問
う
資
格

が
な
い
と
痛
罵
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
リ
ヒ
タ
ー
に
よ
る
公
開
状
は
、
一
九
四
七
年
三
月
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
た
ド
イ
ツ
共
産
党
の
集
会
で
採
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
ソ

ビ
エ
ト
占
領
軍
は
そ
れ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
批
判
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
で
あ

る
と
決
め
つ
け
た
。
東
西
対
立
の
影
が
次
第
に
し
の
び
寄
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
平
和
が
疑
わ
し
く
な
る
状
況
下
で
、
一
九
四
六
年
か
ら
四
七
年
に
か
け

て
の
未
曾
有
の
寒
波
に
よ
る
厳
し
い
食
糧
事
情
も
加
わ
っ
て
、
リ
ヒ
タ
ー

は
占
領
軍
へ
の
辛
辣
な
批
判
記
事
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

﹁
自
由
と
検
疫
所
と
の
あ
い
だ
に
﹂
︵
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
第
一
〇
号
、
一
九
四
七

年
一
月
︶
に
は
、
リ
ヒ
タ
ー
は
﹁
占
領
軍
は
好
か
れ
て
い
な
い
。
人
間
の

歴
史
の
な
か
で
占
領
軍
が
好
か
れ
た
た
め
し
は
い
ち
ど
も
な
か
っ
た
﹂
と

論
じ
て
い
る

︵
10
︶

。
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
ド

イ
ツ
に
一
時
的
に
﹁
検
疫
所
﹂
を
設
定
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
リ
ヒ
タ
ー
は
、
ド
イ
ツ
人
を
﹁
叩
き
の
め
さ
れ
、
辱
め
ら
れ
、

贖
罪
服
を
着
る
べ
く
判
決
を
下
さ
れ
た
国
民
﹂
と
し
て
描
き
、
占
領
政
策

へ
の
抵
抗
を
試
み
て
い
た
の
で
あ
る

︵
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︶

。

ド
イ
ツ
国
民
は
共
同
で
戦
争
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
を

分
割
統
治
し
て
い
る
占
領
軍
に
対
す
る
協
力
を
意
識
的
に
拒
否
し
、
ド
イ

ツ
統
一
を
切
望
す
る
、
と
い
っ
た
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
同
人
の
主
張
が
ド

イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
復
活
で
は
な
い
か
と
警
戒
し
て
い
た
米
軍
情

報
局
は
、
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
の
発
行
部
数
を
第
一
五
号
以
降
、
七
万
部

か
ら
五
万
部
へ
と
削
減
さ
せ
て
い
た
が
、
第
一
七
号
に
﹁
マ
ル
セ
ル
・
カ

シ
ャ
ン
氏
へ
の
手
紙
﹂
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
ソ
ビ
エ
ト
占
領
軍
か
ら
の
働

き
か
け
も
あ
っ
て
、
同
紙
編
集
部
に
対
す
る
警
告
を
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
危
機
の
な
か
、
発
行
元
の
ニ
ュ
ン
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
出
版
社

は
自
己
検
閲
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、
米
軍

に
よ
る
出
版
物
の
事
前
検
閲
は
新
聞
を
対
象
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
書
籍

に
は
一
度
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
は
書
籍
扱
い
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
出
版
社
に
よ
る
自
己
検
閲
の
み
で
発
行
さ
れ
て
い
た
。
占

領
軍
支
配
下
で
の
収
賄
汚
職
、
ソ
連
兵
に
よ
る
ド
イ
ツ
人
女
性
へ
の
暴
行

な
ど
を
扱
っ
た
論
説
は
、
編
集
部
に
よ
っ
て
校
正
刷
り
の
段
階
で
削
除
さ

れ
た
。
教
条
主
義
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
社
会
主
義
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
一

を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
ア
ン
デ
ル
シ
ュ
の
﹁
日
和
見
主
義
の
勝

利
﹂
と
い
う
論
説
記
事
は
、
﹁
デ
ア
・
ル
ー
フ
﹂
第
一
七
号
︵
一
九
四
七
年

四
月
︶
に
掲
載
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
突
然
ア
ン
デ
ル
シ
ュ
と
リ

ヒ
タ
ー
は
第
一
六
号
を
も
っ
て
編
集
の
任
を
解
か
れ
て
し
ま
う
。
ド
イ
ツ

文
学
研
究
者
の
相
沢
啓
一
氏
に
よ
れ
ば
、
米
軍
情
報
局
に
よ
る
﹁
事
後
検

閲
と
出
版
社
へ
の
警
告
、
最
悪
の
場
合
の
発
行
停
止
や
営
業
免
許
取
消
の

脅
し
に
よ
り
出
版
物
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
き
か
せ
る
の
が
ア
メ
リ
カ
占
領

四
二

三
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軍
の
や
り
方
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
じ
き
に
出
版
社
側
も
慣
れ
、
挑
発

記
事
と
謝
罪
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
力
比
べ
が
当
時
の
出
版
業
者
の
日

常
風
景
と
な
っ
て
い
た
﹂
と
い
う

︵
12
︶

。
そ
し
て
ア
ン
デ
ル
シ
ュ
と
リ
ヒ
タ
ー

が
解
任
さ
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
、
占
領

軍
か
ら
の
圧
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
﹁
む
し
ろ
出
版
社
内
の
つ
ま
ら

ぬ
内
紛
に
近
い
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
﹂

︱
当
時
、
出
版
許
可
お
よ
び

検
閲
を
担
当
し
て
い
た
米
軍
情
報
管
理
局
︵
In
fo
r
m
a
tio
n
C
o
n
tr
o
le
D
iv
is
io
n
︶

に
所
属
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
係
官
エ
ー
リ
ヒ
・
ク
ビ
ィ
が
同
紙
編
集
責
任

者
と
な
る
た
め
に
仕
組
ん
だ
策
略
で
あ
っ
た

︱
と
さ
れ
る

︵
13
︶

。

３

︽
近
代
主
義
批
判
︾

ド
イ
ツ
の
戦
後
文
学
者
た
ち
は
、
国
内
外
に
お
い
て
社
会
主
義
勢
力
を

拡
大
し
、
統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
経
済
機
構
を
設
立
し
た
う
え
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
家
連
合
組
織
を
結
成
す
る
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
た
。
し

か
し
東
西
対
立
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
敗
戦
国
の
無
力
感
か
ら
、
現
実
の
政

治
に
絶
望
し
て
︽
政
治
か
ら
の
逃
避
︾
と
い
う
傾
向
を
次
第
に
み
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

日
本
の
﹁
近
代
文
学
﹂
同
人
の
場
合
、
︽
政
治
か
ら
の
逃
避
︾
と
い
う

消
極
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
く
、
政
治
に
対
す
る
︽
文
学
の
自
律
︾
を

確
立
す
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
戦
後
の
日
本
で
は
四
五
年
九
月

一
〇
日
か
ら
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
︵
Ｇ
Ｈ
Ｑ
︶
配
下
の
民

間
検
閲
支
隊
︵
C
iv
il
C
e
n
s
o
r
s
h
ip
D
e
ta
c
h
m
e
n
t︶
に
よ
っ
て
地
方
紙
も
含
め

た
新
聞
や
雑
誌
な
ど
す
べ
て
の
出
版
物
や
学
術
論
文
、
放
送
、
手
紙
、
電

信
電
話
、
映
画
な
ど
に
対
す
る
事
前
検
閲
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
事
前
検
閲

か
ら
事
後
検
閲
に
移
行
す
る
の
は
四
八
年
七
月
二
五
日
︵
全
国
紙
は
一
五

日
︶
、
検
閲
が
終
了
す
る
の
が
四
九
年
一
〇
月
三
一
日
で
あ
っ
た
。
文
学

が
そ
こ
か
ら
の
自
律
を
求
め
た
〝
政
治
〟
と
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ

る
統
治
方
針
で
は
な
く
、
日
本
共
産
党
の
行
動
綱
領
を
意
味
し
、
占
領
軍

に
よ
る
支
配
に
異
議
を
唱
え
る
よ
り
も
、
日
本
共
産
党
の
権
威
に
抵
抗
す

る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
厳
し
い
言
論
統
制
の
下
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
ド
イ
ツ
と
日
本
と
で
は
、
戦
後
文
学
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

︽
文
学
の
自
律
︾
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
平
野
謙
に
よ
れ
ば
、
政
治
の

特
徴
は
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
政
治
の
優
位
性
を
前
提
に
活
動
し
た
戦
前
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の

偏
向
と
誤
謬
を
ま
ず
自
己
批
判
す
る
と
こ
ろ
か
ら
戦
後
の
民
主
主
義
文
学

が
は
じ
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
︵
﹁
ひ
と
つ
の
反
措
定
﹂
、
﹁
新
生
活
﹂
第
二
巻
第

四
号
、
一
九
四
六
年
四
、
五
月
合
併
号
︶
。
さ
ら
に
荒
正
人
は
、﹁
人
民
の
な
か
へ

ヴ

・

ナ

ロ

ー

ド

﹂

と
い
う
社
会
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
解
放
さ
れ
る
べ
き
民
衆
が
自
己
の

外
部
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
自
己
の
内
部
に
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に

語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
﹁
芸
術
、
文
学
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

民
衆
の
な
か
へ
の
道
は
、
自
己
剔
抉
、
内
心
へ
の
血
み
ど
ろ
の
決
闘
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
、
外
部
の
﹁
民
衆
﹂
で
は
な
い
内
部
の
﹁
民
衆
﹂
へ
到
達

す
る
た
め
の
、
危
険
と
苦
難
の
道
な
き
道
に
ほ
か
な
ら
な
い
﹂
︵
﹁
民
衆
と

は
た
れ
か
﹂
、
﹁
近
代
文
学
﹂
第
一
巻
第
四
号
、
一
九
四
六
年
四
月
︶
。
荒
に
よ
れ
ば
、

四
三

野
間
宏
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
と
︽
近
代
主
義
批
判
︾



戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
で
は
、
苛
酷
な
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
転
向
や
裏
切
り
な
ど
が
頻
発
し
、
運
動
の
旗
印
で
あ
っ
た

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
仮
面
が
は
ぎ
と
ら
れ
て
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
露
呈
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
真
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
空
疎
な
理
想
論
を
ふ
り
か
ざ

す
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
﹁
小
市
民
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
エ
ゴ
イ

ズ
ム
﹂
を
拡
充
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
平
野
や
荒
た
ち
の
考
え
方
に

は
、
現
実
の
社
会
的
諸
条
件
を
変
革
す
る
︽
外
部
革
命
︾
以
前
に
、
近
代

的
自
我
の
確
立
と
い
う
︽
内
部
革
命
︾
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
人
と
奴
隷
の
弁
証
法

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
解
放
の
対
象
と
な
る
民
衆
が
存
在
し
て
は
じ
め
て

解
放
の
主
体
と
な
る
党
が
存
在
す
る
。
民
衆
と
は
、
そ
の
解
放
を
目
標
に

掲
げ
る
︽
象
徴
的
な
他
者
︾
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
を
考
え
れ
ば
、
民
衆
が
自
己
の
外
部
に
で
は
な
く
内
部
に
存
在
す
る
と

主
張
す
る
の
は
、
外
在
化
し
た
党
の
権
威
を
否
定
す
る
が
、
思
想
と
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
は
肯
定
し
て
い
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。

荒
は
﹁
戦
後
﹂︵
﹁
近
代
文
学
﹂
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
四
八
年
二
月
︶
の
な
か
で
、

﹁
内
面
的
衝
動
﹂
に
従
っ
て
﹁
傷
痕
と
虚
脱
か
ら
の
脱
出
を
模
索
﹂
し
よ
う

と
す
る
三
十
代
、
二
十
代
の
若
者
た
ち
が
、﹁
四
十
代
の
旧
進
歩
人
﹂

︱

﹁
啓
蒙
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
﹂
、
そ
の
大
半
は
﹁
公
式
主
義
者
﹂
と
さ
れ
る
人
び

と

︱
に
よ
っ
て
﹁
反
動
、
反
革
命
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
、
そ
の
他
一
切
の
﹁
外

な
る
権
威
﹂
を
背
に
し
た
こ
と
ば
の
暴
力
で
威
嚇
﹂
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
﹁
主
体
派
﹂
と
﹁
公
式
主
義
者
﹂
と
の
対
立
と
い
う
荒
の
主

張
の
背
景
に
は
、
日
本
共
産
党
や
日
本
民
主
主
義
文
化
連
盟
の
メ
ン
バ
ー

が
中
核
に
な
っ
た
﹁
新
日
本
文
学
﹂
作
家
グ
ル
ー
プ
と
、
﹁
近
代
文
学
﹂

作
家
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
闘
わ
さ
れ
た
主
体
性
論
争
、
文
学
者
の
戦
争
責

任
論
争
、
政
治
と
文
学
論
争
な
ど
の
一
連
の
論
争
が
存
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
こ
れ
ら
の
論
争
の
延
長
線
上
で
お
こ
な
わ
れ
た
︽
近
代
主
義
批
判
︾

を
と
り
あ
げ
た
い
。

一
九
四
七
年
一
二
月
の
日
本
共
産
党
第
六
回
大
会
で
、
ア
メ
リ
カ
の
占

領
支
配
の
長
期
化
や
軍
事
基
地
化
の
危
険
に
対
し
て
民
族
独
立
の
課
題
を

重
視
す
る
見
地
か
ら
行
動
綱
領
が
改
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
四
八
年
二
月

の
党
中
央
委
員
会
で
は
、
民
主
主
義
革
命
の
段
階
で
の
民
主
的
変
革

︱

民
族
独
立
と
民
主
主
義
の
確
立

︱
を
目
指
す
民
族
民
主
統
一
戦
線
が
提

唱
さ
れ
、
労
働
組
合
や
農
民
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
団
体
に
呼
び
か

け
ら
れ
た
。
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
コ
シ
ュ
マ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
党
の
文
化
政
策

を
担
当
し
て
い
た
蔵
原
惟
人
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
に
よ

る
﹁
急
進
的
な
社
会
経
済
改
革
と
そ
の
徹
底
ぶ
り
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ

て
い
た
た
め
、
文
化
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
段
階
を
急
速
に
経
過
し
、

社
会
主
義
建
設
へ
の
道
を
積
極
的
に
準
備
し
さ
え
す
る
﹂
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
開
か
れ
た
民
主
主
義
を
志
向
す
る
党
の
方

針
と
、
急
進
化
し
た
蔵
原
の
姿
勢
と
の
間
で
、
﹁
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
運
動
で
の
困
難
な
経
験
か
ら
文
学
に
た
い
す
る
党
の
支
配
に
疑
問
を

抱
い
て
い
た
作
家
た
ち
に
、
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
の
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
﹂

と
い
う
の
で
あ
る

︵
14
︶

。

作
家
の
主
体
の
場
を
自
我
で
は
な
く
労
働
者
大
衆
に
お
こ
う
と
す
る
蔵

原
の
〝
客
観
主
義
的
な
文
学
方
法
〟
に
反
撥
を
抱
い
た
﹁
近
代
文
学
﹂
作

四
四

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
三
一
号
・
二
〇
二
〇
年
六
月



家
グ
ル
ー
プ
は
、
政
治
に
対
す
る
文
学
の
自
律
を
唱
え
て
個
人
主
義
文
学

の
確
立
を
訴
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
民
主
民
族
戦
線
に
抵
触
す
る
も

の
だ
と
し
て
﹁
新
日
本
文
学
﹂
作
家
グ
ル
ー
プ
が
彼
ら
に
批
判
を
加
え
は

じ
め
た
。
宮
本
顕
治
、
菊
池
章
一
、
岩
上
順
一
、
甘
粕
石
介
、
今
野
武
雄
、

野
坂
参
三
、
伊
藤
律
、
姉
歯
三
郎
、
岡
本
正
、
古
在
由
重
が
出
席
し
た
座

談
会
﹁
近
代
主
義
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵
﹁
思
想
と
科
学
﹂
第
二
号
、
一
九
四
八
年
七
月
︶

や
甘
粕
石
介
﹁
近
代
主
義
の
主
体
性
論
﹂
︵
﹁
前
衛
﹂
第
三
〇
号
、
一
九
四
八
年

八
月
︶
、
蔵
原
惟
人
、
勝
本
清
一
郎
、
中
島
健
蔵
、
松
本
正
雄
、
川
口
浩

が
出
席
し
た
座
談
会
﹁
文
化
運
動
と
民
主
民
族
戦
線
﹂
︵
﹁
文
化
革
命
﹂
第
二

巻
第
一
一
号
、
一
九
四
八
年
九
月
︶
、
伊
豆
公
夫
﹁
近
代
精
神
と
近
代
主
義

︱
と
く
に
日
本
の
思
想
文
化
の
場
合
﹂
︵
伊
豆
公
夫
編
﹃
近
代
主
義
批
判
﹄
、

一
九
四
九
年
三
月
、
同
友
社
︶
、
除
村
吉
太
郎
﹁
近
代
主
義
文
学
の
特
徴
と
方
法
﹂

︵
同
右
書
︶
な
ど
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
な
か
の
一
つ
、
座
談
会
﹁
文
化
運
動
と
民
主
民
族
戦
線
﹂
の

な
か
で
、
転
向
を
体
験
し
た
﹁
小
市
民
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
﹂
が
﹁
前

衛
も
後
衛
も
ひ
つ
く
る
め
た
、
新
し
い
、
広
い
意
味
で
の
文
化
運
動
に
従

わ
な
い
﹂
現
象
が
生
じ
て
い
る
と
蔵
原
惟
人
が
指
摘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

勝
本
清
一
郎
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

弾
圧
の
嵐
を
く
ぐ
つ
て
純
潔
に
生
き
る
た
め
に
は
、
労
働
者
と
ち

が
つ
て
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
と
つ
て
は
自
分
の
精
神
の
内
面
の
独
立
性

に
た
よ
る
ほ
か
に
道
が
な
か
つ
た
。
い
か
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
嵐
が
吹

き
荒
れ
て
も
、
精
神
の
内
面
的
自
由
だ
け
は
奪
い
と
ら
れ
る
こ
と
が

な
か
つ
た
。
警
官
の
ま
え
で
転
向
し
た
と
い
つ
て
も
、
心
の
中
で
は

か
な
ら
ず
し
も
転
向
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
精
神
の
自
由

性
だ
け
に
頼
つ
た
生
き
方
に
も
い
ろ
〳
〵
問
題
が
あ
つ
た
が
、
そ
れ

は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
こ
う
し
て
生
き
抜
い
て
き
た
人
た
ち
の

な
か
に
は
、
い
く
ら
強
権
的
な
も
の
で
お
さ
え
ら
れ
て
も
、
自
分
の

内
心
だ
け
は
守
り
う
る
と
い
う
一
種
の
自
信
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ

が
戦
後
に
な
つ
て
時
に
は
逆
の
作
用
を
お
よ
ぼ
す
。
民
主
主
義
的
な

勢
力
が
逆
に
強
権
的
な
も
の
と
し
て
映
つ
て
く
る
ん
だ
。
か
り
に
共

産
党
の
世
の
中
に
な
つ
て
も
、
お
れ
は
自
由
を
守
り
う
る
。
こ
う
い

う
態
度
が
揺
曳
し
て
い
る

︵
15
︶

。

さ
ら
に
勝
本
は
、
﹁
戦
争
中
は
腹
の
中
で
妥
協
し
な
い
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

と
た
た
か
つ
た
が
、
今
は
逆
に
自
分
自
身
の
精
神
的
自
由
を
民
主
主
義
的

政
治
勢
力
か
ら
擁
護
す
る
。
社
会
党
の
天
下
が
こ
よ
う
が
、
共
産
党
の
天

下
が
こ
よ
う
が
、
平
気
な
だ
け
の
肚
が
で
き
て
い
る
。
こ
ゝ
が
小
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
な
非
政
治
的
な
文
学
の
立
脚
地
な
の
だ
﹂
と
、
﹁
近
代
文
学
﹂

に
拠
る
作
家
た
ち
の
胸
中
を
説
明
し
て
み
せ
る
。
勝
本
は
、
ロ
シ
ア
の
暴

力
革
命
の
コ
ー
ス
に
は
﹁
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
﹂
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る

余
地
は
な
か
っ
た
が
、
西
欧
諸
国
や
日
本
の
平
和
革
命
の
コ
ー
ス
に
は
﹁
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
た
め
の
社
会
基
盤
が
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
は
な
い
か
﹂
と
い
う
状
況
判
断
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

そ
の
一
方
、
政
治
と
結
び
つ
く
こ
と
で
文
学
は
圧
殺
さ
れ
る
。
人
間
と

文
学
の
自
主
性
の
た
め
に
は
︽
政
治
の
優
位
性
︾
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば

四
五

野
間
宏
に
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け
る
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︾



な
ら
な
い
、
と
い
う
平
野
や
荒
の
主
張
に
対
し
て
、
宮
本
顕
治
は
﹁
今
日

は
、
人
民
大
衆
が
大
衆
運
動
を
展
開
し
民
主
戦
線
に
結
集
す
る
こ
と
が
必

要
な
時
期
﹂
な
の
だ
か
ら
、
﹁
﹁
個
人
﹂
を
社
会
的
階
級
的
実
践
の
中
へ
統

一
す
る
こ
と
﹂
に
よ
っ
て
こ
そ
﹁
個
人
の
主
観
の
正
し
い
内
容
も
形
成
﹂

さ
れ
る
。
﹁
階
級
を
構
成
す
る
個
人
﹂
は
﹁
理
論
と
実
践
の
統
一
と
社
会

的
変
革
へ
の
参
加
と
新
し
い
モ
ラ
ル
の
確
立
﹂
を
通
し
て
の
み
実
現
さ
れ

る
の
だ
と
反
論
し
た

︵
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︶

。
客
観
的
な
運
動
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
展
開
す
る
社
会

発
展
の
法
則
性
を
認
識
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
政
治
的
実
践

︱
階
級

闘
争
の
渦
中
に
飛
び
込
む

︱
に
参
加
す
る
に
よ
っ
て
革
命
的
主
体
が
形

成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
︽
近
代
主
義
批
判
︾
で
は
、
野
間
宏
も
批
判
の
対
象
に
さ
れ
て
い

る
。
野
間
自
身
が
告
白
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
四
七
年
一
月
、
代
々
木

の
日
本
共
産
党
本
部
で
開
か
れ
て
い
た
火
曜
会
︵
文
化
活
動
家
会
議
︶
に
呼

び
出
さ
れ
、
野
間
の
﹁
肉
体
は
濡
れ
て
﹂
︵
﹁
文
化
展
望
﹂
第
二
巻
第
七
号
、

一
九
四
七
年
七
月
︶
の
な
か
に
近
代
主
義
的
傾
向

︱
﹁
近
代
文
学
﹂
は
﹁
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
運
動
で
あ
り
、
芸
術
主
義
的
な
民
衆
と
は
な
れ
た
内
容
の

な
い
個
人
主
義
思
想
に
よ
る
文
学
運
動
﹂
で
あ
る

︵
17
︶

︱
が
み
ら
れ
る
と
攻

撃
さ
れ
た
。
と
く
に
野
間
に
は
、﹁
自
我
意
識
の
固
執
の
面
と
セ
ッ
ク
ス
の

意
識
の
追
求
の
面
﹂
が
あ
る
と
激
し
い
非
難
が
加
え
ら
れ
て
い
た

︵
18
︶

。
そ
の

場
に
は
、
徳
田
球
一
や
宮
本
顕
治
、
西
沢
隆
二
、
中
野
重
治
、
窪
川
鶴
次

郎
た
ち
が
い
た
と
さ
れ
る
。
な
お
野
間
は
四
六
年
末
に
は
日
本
共
産
党
に

入
党
し
て
お
り
、
荒
は
四
六
年
五
月
半
ば
に
入
党
し
て
い
た
。

﹁
肉
体
は
濡
れ
て
﹂
に
加
え
て
﹁
二
つ
の
肉
体
﹂
︵
﹁
近
代
文
学
﹂
第
一
巻
第

一
二
号
、
一
九
四
六
年
一
二
月
︶
、
﹁
顔
の
中
の
赤
い
月
﹂
︵
﹁
綜
合
文
化
﹂
第
一
巻

第
二
号
、
一
九
四
七
年
八
月
︶
に
は
、﹁
近
代
主
義
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
実
存
主
義
﹂

と
﹁
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
退
嬰
的
自
己
保
存
意
識
の

面
﹂
と
が
結
び
つ
い
た
﹁
反
政
治
主
義
、
個
人
主
義
や
、
恋
愛
至
上
主
義
﹂

と
い
っ
た
﹁
近
代
文
学
﹂
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

︵
19
︶

。

そ
の
一
方
、
野
間
の
作
品
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
た
荒
は
﹁
戦
後
﹂

の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
及
し
て
い
る
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
ペ
シ
ミ
ズ

ム
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
構
成
さ
れ
た
﹁
暗
い
三
角
形
﹂
の
﹁
重
心
に
位
置
す

る
自
我
に
拠
る
発
想
法
を
文
学
的
な
意
味
で
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
規
定
﹂
す

る
な
ら
ば
、
野
間
は
﹁
戦
後
世
代
の
傷
痕
と
虚
脱
の
コ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
と

正
面
切
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
﹂
。
荒
は
、
野

間
の
﹁
顔
の
中
の
赤
い
月
﹂
を
と
り
あ
げ
て
、
主
人
公
北
山
年
男
が
戦
場

で
戦
友
を
見
殺
し
に
し
た
記
憶
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
﹁
た
れ
が

そ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
﹂
と
す
る
。

野
間
は
生
命
の
危
機
に
瀕
し
た
極
限
の
状
況
下
で
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
確
認

し
、
そ
こ
か
ら
自
己
の
文
学
を
出
発
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
荒
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
戦
場
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

荒
は
戦
争
末
期
、
小
田
切
秀
雄
と
佐
々
木
基
一
と
の
〝
世
田
谷
ト
リ
オ
〟

に
、
岩
上
順
一
が
加
わ
っ
た
文
学
研
究
会
を
定
期
的
に
開
い
て
い
た
。

一
九
四
四
年
四
月
〝
世
田
谷
ト
リ
オ
〟
が
検
挙
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

彼
ら
の
活
動
が
発
覚
し
た
の
は
、
前
年
四
三
年
六
月
に
検
挙
さ
れ
た
岩
上

の
供
述
が
原
因
で
あ
っ
た

︵
20
︶

。

荒
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
﹁
仮
定
法
﹂
を
使
っ
て
紹
介
し
て

四
六

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
三
一
号
・
二
〇
二
〇
年
六
月



い
る
。
検
挙
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の
一
人

が
﹁
病
気
か
な
ん
か
の
理
由
﹂
で
早
く
釈
放
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
、

自
分
た
ち
の
集
会
が
マ
ル
ク
ス
主
義
と
関
わ
る
研
究
会
で
あ
っ
た
こ
と
を

自
供
す
れ
ば
、
留
置
場
に
残
さ
れ
た
残
り
の
メ
ン
バ
ー
は
み
な
自
分
を
守

る
た
め
に
、
必
死
で
そ
れ
を
否
認
す
る
し
か
な
い
状
況
に
お
ち
い
っ
て
し

ま
う
。

荒
に
よ
れ
ば
、
友
人
を
裏
切
っ
た
﹁
そ
の
男
が
戦
後
口
先
だ
け
で
戦
時

中
の
﹁
負
い
目
﹂
な
ど
と
甘
っ
た
れ
た
口
を
き
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
ど
ん

な
も
の
で
あ
る
か
を
決
算
報
告
も
し
な
い
で
、
逆
に
自
分
が
売
っ
た
友
の
、

こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
の
出
発
を
エ
ゴ
イ
ス
ト
よ
ば
わ
り
す
る
こ
と
が
も

し
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
エ
ゴ
イ
ス
ト
が
狂
暴
に
な
り
執
拗
に
な
っ
て

ゆ
く
こ
と
は
当
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
﹂
と
い
う
。
荒
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
﹁
仮
定
法
﹂
で
語
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
﹁
狂
暴
に
な
り
執

拗
に
な
る
こ
と
を
自
制
せ
ん
が
た
め
の
手
段
﹂
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ

る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
言
辞
が
向
か
う
先
は
、
岩
上
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
岩
上
は
︽
近
代
主
義
批
判
︾
の
な
か
で
、
﹁
近
代

文
学
﹂
同
人
が
﹁
戦
時
中
プ
チ
ブ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
し
て
と
に

か
く
最
大
の
抵
抗
を
し
た
け
れ
ど
も
そ
れ
が
充
分
抵
抗
し
き
れ
な
く
て
非

常
に
つ
ら
い
屈
従
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
﹂
の
で
、
﹁
唯
自

分
達
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
守
つ
て
い
く
ほ
か
に
行
き
方
が
な
か
つ
た
﹂
と
、

荒
た
ち
の
﹁
エ
ゴ
イ
ズ
ム
﹂
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
い
た

︵
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︶

。
お
の
れ
の
過
去
の

行
動
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
岩
上
の
態
度
に
、
荒
の
怒
り
の
感

情
は
高
潮
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
荒
が
本
当
に
語
り
た
か
っ
た
の
は
、
﹁
こ
う
い
っ
た
孤
独
の
抵

抗
の
な
か
で
、
わ
た
く
し
自
身
が
も
う
ひ
と
つ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
発
見
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
地
獄
﹂
で
あ
っ
た
。
﹁
も
う
ひ
と
つ
の
エ
ゴ

イ
ズ
ム
﹂
と
は
﹁
密
室
の
な
か
で
正
坐
に
耐
え
ぬ
ほ
ど
の
飢
え
に
わ
た
く

し
は
他
人
の
飯
を
奪
い
、
ま
た
空
爆
の
も
と
で
は
一
番
安
全
な
場
所
で
、

一
番
多
く
の
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
い
た
﹂
こ
と
で
あ
っ
た
。
真
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
は
、
絶
望
的
な
情
況
に
お
か
れ
た
個
人
が
自
己
の
内
部
に
潜
ん
で

い
る
﹁
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
裸
形
﹂
に
向
き
あ
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
う

の
で
あ
る
。４

﹁
罪
悪
感
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
﹂

荒
に
よ
っ
て
﹁
戦
後
現
実
の
未
耕
地
に
も
っ
と
も
ふ
か
く
鋤
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
﹂
と
評
価
さ
れ
た
野
間
は
、
南
方
戦

線
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
従
軍
し
た
体
験
を
持
っ
て
い
た

︵
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︶

。
野
間
は
戦
後
に
な
っ

て
か
ら
、
大
卒
者
で
あ
っ
た
も
の
の
幹
部
候
補
生
を
志
願
せ
ず
一
兵
卒
と

し
て
入
営
し
た
こ
と
や
、
戦
争
が
終
わ
れ
ば
軍
隊
内
の
暴
力
を
克
明
に
書

き
表
す
と
上
官
に
向
か
っ
て
主
張
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
﹁
戦
争
に
た
い

す
る
は
げ
し
い
憎
悪
﹂
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る

︵
23
︶

。
野
間
に

よ
れ
ば
、
戦
場
で
﹁
弾
薬
は
こ
び
﹂
に
従
事
す
る
一
方
、
戦
争
反
対
の
意

識
を
堅
持
し
て
﹁
私
自
身
だ
け
を
正
し
い
状
態
に
お
い
て
い
た
﹂
。
極
言

す
る
な
ら
ば
﹁
自
分
の
潔
白
さ
だ
け
を
ま
も
り
ぬ
こ
う
と
全
力
を
つ
く
し

た
﹂
と
い
う
。
し
か
し
、
﹁
い
か
に
自
分
が
正
し
く
潔
白
に
生
き
る
こ
と

四
七

野
間
宏
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
と
︽
近
代
主
義
批
判
︾



が
で
き
よ
う
と
も
国
民
の
多
く
が
、
苦
し
み
も
だ
え
、
動
揺
し
つ
づ
け
、

さ
ら
に
ま
た
、
正
し
い
道
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
長
い
間
さ
ま

よ
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
一
人
だ
け
の
正
し
さ
は
、
何
に
な
ろ
う

か
﹂
と
懐
疑
し
て
い
た
と
告
白
す
る

︵
24
︶

。
周
囲
の
状
況
が
ど
う
で
あ
れ
、
自

分
だ
け
が
正
し
い
と
意
識
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
も
ま
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
一

つ
で
し
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

戦
後
、
平
和
と
民
主
主
義
の
運
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
野
間
で
は

あ
っ
た
が
、
自
分
の
戦
争
体
験
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
孤
立
し
た

生
き
方
に
な
ら
な
い
よ
う
に
連
帯
す
る
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。
イ
ル

メ
ラ
・
日
地
谷
＝
キ
ル
シ
ュ
ネ
ラ
イ
ト
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
戦
争
小
説

の
多
く
は
﹁
自
伝
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
基
本
的
に
感
傷
的
な
ム
ー
ド
﹂
に
貫

か
れ
た
﹁
私
小
説
﹂
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
﹁
戦
争
記
録
と
し
て
集
め

ら
れ
た
普
通
の
市
民
の
個
人
的
な
体
験
記
﹂
も
ま
た
﹁
個
人
的
な
苦
し
み

の
瞬
間
の
純
粋
に
個
人
的
な
叙
述
﹂
と
な
っ
て
﹁
歴
史
的
次
元
は
締
め
出

さ
れ
て
い
る
﹂
と
い
う

︵
25
︶

。
野
間
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
、
戦
場
に
お
け
る
兵
士

の
自
己
保
存
の
行
動
と
、
私
小
説
の
伝
統
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
︽
性
︾
の

欲
望
と
か
ら
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
い
ず
れ
も
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
い
う
個
人

の
罪
を
問
う
内
容
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
侵
略
戦
争
を
は
じ
め
た
日

本
社
会
の
罪
を
追
及
す
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
や
が
て
﹁
真
空
地

帯
﹂
︵
一
九
五
二
年
二
月
、
河
出
書
房
書
下
ろ
し
長
篇
︶
に
よ
っ
て
天
皇
制
軍
隊

の
暴
力
を
暴
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た

︱
た
だ
し
集
団
の
内
部
に
向
け

て
の
暴
力
で
あ
っ
て
外
部
に
振
る
わ
れ
た
暴
力
は
描
か
れ
て
い
な
い

︱

の
で
あ
る
が
、
戦
後
ま
も
な
い
作
品
で
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
と
個
人
の

関
係
性
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
シ
ョ

ア
ー
は
、
一
九
六
一
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
ア
ド
ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判

が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
罪
の
重
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
一
九

六
三
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ
人
が
み
ず
か
ら
の
戦
争
犯
罪
を
裁

い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
裁
判
を
通
じ
て
、
集
団
的
な

罪
の
自
覚
を
深
化
さ
せ
た
。

テ
オ
ド
ー
ル
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ
は
一
九
五
九
年
一
一
月
の
講
演
会
で

﹁
国
家
社
会
主
義

ナ

チ

ズ

ム

は
生
き
な
が
ら
え
て
い
ま
す
﹂
と
語
っ
た
。
ア
ド
ル
ノ

に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
国
家
の
集
団
的
な
罪
に
対
し
て
﹁
罪
悪
感
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
﹂
を
抱
い
て
い
る
者

︱
﹁
罪
の
感
情
を
斥
け
、
発
散
さ
せ
、
き
わ

め
て
愚
か
な
仕
方
で
合
理
化
す
る
こ
と
で
歪
曲
し
て
い
る
人
た
ち
﹂

︱

が
ド
イ
ツ
人
の
な
か
に
多
数
に
み
ら
れ
る

︵
26
︶

。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
罪
が

ド
レ
ス
デ
ン
空
襲
に
よ
っ
て
帳
消
し
に
な
っ
た
と
か
、
ガ
ス
室
送
り
に

な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
た
か
だ
か
五
〇
〇
万
人
で
あ
っ
て
六
〇
〇
万
人
で
は

な
い
と
か
、
筋
の
通
ら
な
い
議
論
が
臆
面
も
な
く
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
﹁
ヒ
ト
ラ
ー
の
悪
行
に
責
任
が
あ
る
の
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
政
権
掌
握

を
黙
認
し
た
者
た
ち
で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
向
か
っ
て
歓
呼
の
声
を
上
げ

た
者
た
ち
で
は
な
い
﹂
と
い
う
馬
鹿
げ
た
言
動
は
﹁
実
の
と
こ
ろ
、
心
理

面
で
克
服
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
印
、
つ
ま
り
心
の
傷
の
印
﹂
な
の
だ
と

い
う

︵
27
︶

。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
戦
後
を
考
え
る
と
、
党
の
権
威
か
ら
の
自
律
を

訴
え
て
、
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
を
批
判
し
た
﹁
近
代
文
学
﹂
同

人
は
、
み
ず
か
ら
の
転
向
体
験
を
み
つ
め
な
お
す
こ
と
か
ら
戦
後
再
出
発

四
八
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し
た
こ
と
の
意
義
は
認
め
る
が
、
彼
ら
も
ま
た
自
己
の
﹁
罪
悪
感
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
﹂
に
影
響
さ
れ
て
、
総
力
を
あ
げ
て
撃
つ
べ
き
対
象
を
取
り
違

え
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
真
の
攻
撃
目
標
は
、
過
去
の
罪
を

隠
し
て
再
び
筆
を
執
ろ
う
と
し
て
い
た
者
た
ち
で
は
な
く
、
彼
ら
に
対
し

て
転
向
と
戦
争
協
力
を
強
い
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
し
、
検
閲

に
よ
る
言
論
統
制
を
お
こ
な
っ
て
い
た
占
領
軍
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

注

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
ア
ー
ネ
ス
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ラ
ン
ト
／
Ｊ
・
ト
ー
マ
ス
・

ラ
イ
マ
ー
編
﹃
文
学
に
み
る
二
つ
の
戦
後

日
本
と
ド
イ
ツ
﹄
︵
大
社
淑
子
他
訳
、

一
九
九
五
年
八
月
、
朝
日
新
聞
社
︶
に
所
収
さ
れ
た
ペ
ー
タ
ー
・
デ
メ
ッ
ツ
﹁
﹃

叫

び

デ
ア
・
ル
ー
フ

﹄

が
生
ま
れ
る
︱
同
時
代
人
の
追
憶
﹂
、
マ
ル
レ
ー
ネ
・
Ｊ
・
マ
ヨ
﹁
日
本
人
再
教
育

計
画
︱
検
閲
と
文
学
﹂
、
Ｊ
・
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
コ
シ
ュ
マ
ン
﹁
﹃
近
代
文
学
﹄
と
日
本

共
産
党
︱
文
学
論
争
の
時
代
﹂
を
参
照
に
し
た
。

︵
1
︶
野
間
宏
﹁
孤
立
の
抵
抗
﹂
︵
﹃
野
間
宏
全
集
﹄
第
二
一
巻
、
一
九
七
〇
年
五
月
、
筑

摩
書
房
、
四
三
頁
︶

︵
2
︶
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
﹃
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
﹄
︵
坂
井
信
義
、
村
田
陽
一
訳
、

一
九
五
五
年
九
月
、
国
民
文
庫
、
大
月
書
店
、
六
九
頁
︶

︵
3
︶
野
間
の
転
向
問
題
は
、
拙
稿
﹁
野
間
宏
﹁
暗
い
絵
﹂
と
︽
第
三
の
途
︾
︱
戦
中
日

記
に
み
る
無
意
識
の
罪
責
感
﹂︵
﹁
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
﹂
第
三
〇
号
、
二
〇
一
九

年
六
月
︶
で
論
じ
た
。

︵
4
︶
相
沢
啓
一
﹁
二
つ
の
﹃
ル
ー
フ
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
ン
デ
ル
シ
ュ

に
於
け
る
政
治
と
文
学
︵
一
︶
﹂
︵
﹁
詩
・
言
語
﹂
第
二
二
号
、
一
九
八
四
年
七
月
、

一
一
頁
︶

︵
5
︶
早
崎
守
俊
﹃
グ
ル
ッ
ペ
四
十
七
史
︱
ド
イ
ツ
戦
後
文
学
史
に
か
え
て
﹄︵
一
九
八
九
年

一
二
月
、
二
九
頁
︶

︵
6
︶
早
崎
守
俊
﹃
負
の
文
学
︱
ド
イ
ツ
戦
後
文
学
の
系
譜
﹄
︵
一
九
七
二
年
八
月
、
思

潮
社
、
四
九
頁
︶

︵
7
︶
同
右
、
四
一
頁
。

︵
8
︶
同
右
、
四
九
頁
。

︵
9
︶
同
右
、
四
三
～
四
四
頁
。

︵
10
︶
前
掲
︵
5
︶
、
三
二
頁
。

︵
11
︶
前
掲
︵
4
︶
、
二
五
頁
。

︵
12
︶
前
掲
︵
4
︶
、
二
七
頁
。

︵
13
︶
前
掲
︵
4
︶
、
二
六
頁
。

︵
14
︶
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
コ
シ
ュ
マ
ン
﹃
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
革
命
と
主
体
性
﹄︵
二
〇
一
一

年
四
月
、
平
凡
社
、
七
三
頁
︶

︵
15
︶
座
談
会
﹁
文
化
運
動
と
民
主
民
族
戦
線
﹂
︵
﹁
文
化
革
命
﹂
第
二
巻
第
一
一
号
、

一
九
四
八
年
九
月
、
三
一
～
三
二
頁
。

︵
16
︶
宮
本
顕
治
﹁
文
化
革
命
と
文
化
活
動
﹂
︵
﹁
前
衛
﹂
第
二
一
号
、
一
九
四
七
年
一
一

月
、﹃
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集
﹄
第
二
巻
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
、
新
日
本
出
版
社
、

七
一
頁
︶

︵
17
︶
野
間
宏
﹁
近
代
主
義
批
判
以
降
﹂
︵
﹁
前
衛
﹂
第
一
二
六
号
、
一
九
五
七
年
三
月
、

﹃
野
間
宏
全
集
﹄
第
一
六
巻
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
、
六
三
一
頁
︶

︵
18
︶
小
田
切
秀
雄
﹃
私
の
見
た
昭
和
の
思
想
と
文
学
の
五
十
年
﹄
上
︵
一
九
八
八
年
三

月
、
集
英
社
、
三
五
二
頁
︶

︵
19
︶
宮
本
顕
治
﹁
統
一
戦
線
と
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
﹂︵
﹁
前
衛
﹂
第
三
九
号
、
一
九
四
九

年
七
月
、
﹃
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集
﹄
第
二
巻
、
一
四
二
頁
︶

︵
20
︶
本
多
秋
五
﹁
解
説
﹂︵
﹃
荒
正
人
著
作
集
﹄
第
一
巻
、
一
九
八
三
年
一
二
月
、
三
五
〇

～
三
五
一
頁
︶

︵
21
︶
座
談
会
﹁
近
代
主
義
を
め
ぐ
っ
て
﹂
︵
﹁
思
想
と
科
学
﹂
第
二
号
、
一
九
四
八
年
七

月
、
一
一
七
頁
︶

︵
22
︶
荒
正
人
﹁
戦
後
﹂
︵
﹃
荒
正
人
全
集
﹄
第
一
巻
、
三
〇
四
頁
︶

︵
23
︶
前
掲
︵
１
︶
、
二
七
頁
。

︵
24
︶
前
掲
︵
１
︶
、
三
一
～
三
二
頁
。

四
九

野
間
宏
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
と
︽
近
代
主
義
批
判
︾



︵
25
︶
イ
ル
メ
ラ
・
日
地
谷
＝
キ
ル
シ
ュ
ネ
ラ
イ
ト
﹁
日
本
の
知
的
風
土
45
～
85
︱
戦
後

か
ら
み
る
﹂
︵
﹃
文
学
に
み
る
二
つ
の
戦
後

日
本
と
ド
イ
ツ
﹄
、
一
九
九
五
年
八
月
、

朝
日
新
聞
社
、
一
四
一
頁
︶

︵
26
︶
テ
オ
ド
ー
ル
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ
﹁
過
去
の
総
括
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
﹂
︵
原

千
史
他
訳
﹃
自
律
へ
の
教
育
﹄
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
中
央
公
論
新
社
、
一
二
頁
︶

︵
27
︶
同
右
、
一
三
頁

［
お
に
し

や
す
み
つ

本
学
教
員
］

五
〇

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
三
一
号
・
二
〇
二
〇
年
六
月




